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場でなにやら式典のようなものが行われているのが見 きた 何の気なしに か 入って訊いてみると、起工式だという。どうやら地下鉄 駅を造るらしい。　
セレモニーが終わり、参加者全
員にインド風 菓子とコーラが配られる。私に事の概略を教えてくれた若い技師が、私にも持ってきてくれた。そして、食べろと勧め



















わゆる、ＶＩＰ）には過剰なほどの手厚い警護を行っているのとは対照的に、一般市民の安全 蔑ろにしていると う警察への不信感が噴出したのはその一例である。四〇〇人余り ＶＩＰの 護に七三〇〇人以上の警察官が駆り出されている一方で、デリー市内では、市民五 〇人に して一人割合でしか警察官が配備されていないという指摘からも明らかなように、一般市民が に対して抱く不満には十分な理由があるといえるだろう（参考文献②・③） 。●
 レトリックとしての誇張
　『デリーを一日で』は、持てる者と持たざる者の間に横たわる社会的な亀裂をやや誇張した形で描き出しているといえなくもない。ぜなら、この映画のなかでは、お金持ち一家の人々の姿はとて 横柄に写る一方で、使用人たちはみな誠実で健気な人物 して描かれているからである。いうまでもなく、使用人を家族の 員であ かのように扱う情け深い雇い主もるだろうし、盗み 働いたりする不届きな使用人がいるという話はよく耳にする。実際、この映画についてのレビューのなかには、それぞれの登場人物が白か黒かとい




の映画が持 る者と持 ざる者の間に横たわる社会的な亀裂を誇張して描き出すあまり、その描写が現実離れしているかどうかという点である。これについては 私が見た限り、先にあげ 批判的なレビューを除いて概ね好意的に評価している。つまり、この作品を取り上げた多くのレビューは、 『デリーを一日で』においてみられるレトリックとしての誇張はそれほど現実からかけ離れたものではな
く、むしろインド社会の実態を捉えた描写になっていることをはっきりと認めているのである。●
 「敵の敵は味方」的インド親日論




中国人の蔑称を連呼しながら、中国人を貶めるような内容をとうとうとまくしたてるという場面もそのひとつである。なぜこのシーンがそれほどおか かったかというと、インド人が抱く反中感情をかなり露骨に表現していることに加えて、インド人と話してい 時に同じような場面 出くわした経験が何度かあったからである。　
最近、 「インドは親日国である」
とか、 「日本とインドは価値観を共有している」といった言説をよく耳にする。さらに、そういった発言をする人たちには、大き 影響力を持つ日本の政官財の関係者
が少なからず含まれている。この手の「インド親日論」を吹聴する人たちにどのような思惑があるのかは定かではないが、実際のところ、日本とインドを結びつけているのは、 「敵の敵 味方」という政治力学とその背後 ある反中感情であ とみるべきであろう。耳触りのよい怪しげな インド親日論」の裏側に、隠された意図を感じ取ってしまうのはそのためである。（みなと
　
かずき／アジア経済研究
所
　
在デリー海外派遣員）
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